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常
任
委
員
会
審
査

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

南
相
馬
み
ら
い
創
造

塾
に
つ
い
て
。
な
ぜ
特
別
な
補

助
金
を
つ
く
る
の
か
。
経
過
も

踏
ま
え
、
補
助
率
と
事
業
主
体

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　
み
ら
い
創
造
塾
の
中

で
、
３
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

企
画
し
事
業
立
案
し
た
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
計
上
し

た
。
補
助
率
は
10
分
の
10
を
考

え
て
お
り
、
事
業
主
体
は
、
み

ら
い
創
造
塾
の
各
グ
ル
ー
プ
と

捉
え
て
い
る
。

質　

疑　

南
相
馬
市
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
事
業
に
つ
い
て
。

寄
附
の
金
額
に
よ
っ
て
寄
附
さ

れ
た
方
が
、
こ
れ
が
欲
し
い
と

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
思
う
が
、

「
ポ
イ
ン
ト
」
と
は
何
な
の
か
。

答　

弁　

金
額
に
換
算
す
る
と

１
ポ
イ
ン
ト
が
100
円
と
な
る
。

総
務
省
か
ら
金
額
を
何
千
円
相

当
と
表
示
す
る
の
は
よ
く
な
い

と
通
達
が
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
制

に
置
き
か
え
て
表
記
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
１
万
円
の
寄
附

で
あ
れ
ば
300
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の

も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
、

そ
の
分
の
品
物
を
送
る
。

質　

疑　

事
後
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
事

業
に
つ
い
て
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
主
た
る
目
的
は
、
市
民
に

信
頼
し
安
心
し
て
も
ら
う
た
め

の
事
業
だ
と
思
う
が
、
当
事
者

で
あ
る
市
民
に
立
ち
会
い
を
お

願
い
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答　

弁　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
入

る
際
に
は
、
必
ず
連
絡
し
た
上

で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
入
る
の
で
、

そ
の
際
は
立
ち
会
い
を
お
願
い

し
て
い
く
。

質　

疑　

４
月
下
旬
か
ら
事
後

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
予
定
だ
が
、

通
知
は
い
つ
ご
ろ
住
民
の
手
元

に
届
く
の
か
。

答　

弁　

こ
の
事
業
は
１
年
間

の
事
業
で
、
速
や
か
に
事
業
着

手
を
し
て
い
く
。
４
月
の
早
い

時
期
に
、
特
に
特
定
避
難
勧
奨

地
点
を
含
む
地
域
の
皆
様
に
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

い
つ
、
ど
こ
に
つ
く

る
の
か
。
ま
た
、
資
金
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

場
所
は
確
定
し
て
い

な
い
が
、
お
お
む
ね
２
万
㎡
は

必
要
で
あ
ろ
う
と
試
算
し
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
場
所
を
今
後

選
定
し
て
い
く
。
資
金
計
画
に

つ
い
て
は
、
基
金
を
積
み
立
て

る
と
同
時
に
、
合
併
特
例
債
を

活
用
す
る
。
合
併
特
例
債
の
発

行
期
限
が
平
成
37
年
度
に
な
る

の
で
、
遅
く
と
も
そ
れ
ま
で
に

は
つ
く
り
た
い
。
建
設
費
は
、

国
土
交
通
省
の
新
営
一
般
庁
舎

面
積
算
定
基
準
が
あ
り
、
こ
れ

で
計
算
す
る
と
１
万
３
千
㎡
程

度
で
、
60
億
円
ほ
ど
の
建
設
費

が
か
か
る
と
想
定
し
て
い
る
。

質　

疑　

現
在
、
南
相
馬
市
役

所
の
合
計
面
積
は
分
庁
舎
も
含

め
約
７
千
700
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

建
て
床
面
積
と
延
べ
床
面
積
等
、

人
口
規
模
な
ど
も
考
え
、
全
体

の
整
合
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

職
員
数
は
427
人
で
試

算
し
、事
務
室
、会
議
室
、倉
庫
、

ト
イ
レ
、
売
店
、
議
会
関
係
の

議
場
等
を
含
め
た
部
屋
を
、
国

土
交
通
省
の
基
準
で
計
算
す
る

と
、
１
万
２
千
990
㎡
ほ
ど
に
な

る
。
敷
地
の
面
積
の
試
算
は
、

庁
舎
の
建
て
床
面
積
と
し
て

３
千
500
㎡
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
緑
地
面
積
は
一
定
割
合
と

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
建
ぺ
い

率
が
70
％
の
場
合
は
、
１
千
500

㎡
以
上
、来
客
用
駐
車
場
100
台
、

公
用
車
駐
車
場
100
台
、
議
員
・

職
員
駐
車
場
と
し
て
300
台
程
度

な
ど
を
積
み
上
げ
、
駐
車
場
と

し
て
１
万
３
千
か
ら
１
万
４
千

㎡
。
建
て
床
面
積
、
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
を
合
計
し

試
算
し
た
結
果
、
お
お
む
ね

２
万
㎡
が
適
正
な
敷
地
面
積
に

な
る
。
ま
た
、
庁
舎
は
４
階
建

て
、
ま
た
は
一
部
５
階
建
て
を

想
定
し
た
建
て
床
面
積
と
な
っ

て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

軽
減
税
率
の
円
滑
な
導
入
に
向

け
事
業
者
支
援
の
強
化
な
ど
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

消
費
税
は
ま
だ
10
％
に
決
定

し
て
い
る
状
態
で
は
な
く
、
議

会
と
し
て
は
、
以
前
に
「
消
費

税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
」

を
可
決
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
陳
情
を
採
択
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
の
意
見
が
あ
り

不
採
択
。

平
和
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い

て
の
陳
情

　

昨
年
、
６
月
議
会
で
も
同
様

の
陳
情
を
議
会
で
議
決
し
た
経

緯
が
あ
り
、
文
言
整
理
等
の
必

要
な
部
分
も
あ
る
が
、
内
容
に

つ
い
て
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る

と
意
見
が
あ
り
、
採
択
。

委
員
長　

小
川
尚
一

新庁舎建設が予定される老朽化した南相馬市役所
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常
任
委
員
会
審
査

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

交
通
対
策
一
般
経
費

に
つ
い
て
。
こ
の
予
算
で
市
内

全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
切
れ
る

の
か
。

答　

弁　

人
数
・
体
制
等
は
、

状
況
を
見
な
が
ら
効
果
を
検
証

し
、
不
足
時
は
、
補
正
予
算
等

を
検
討
す
る
。

質　

疑　

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
に
つ
い
て
。
コ
ス

ト
削
減
で
き
る
の
か
。
手
数
料

は
窓
口
と
同
額
と
な
る
の
か
。

答　

弁　

目
的
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
。
効
果
と
し
て
、
窓

口
業
務
の
軽
減
化
や
人
件
費
等

の
コ
ス
ト
削
減
を
期
待
す
る
。
手

数
料
は
市
窓
口
と
同
額
と
す
る
。

質　

疑　

保
育
士
宿
舎
借
り
上

げ
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
。

家
賃
補
助
対
象
を
保
育
士
本
人

で
は
な
く
、
事
業
主
と
し
た
理

由
は
。

答　

弁　

待
機
児
童
解
消
加
速

化
プ
ラ
ン
策
定
に
よ
り
、
国
の

補
助
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
向
け
家
賃
補
助
を
国
に

準
じ
て
構
築
し
た
。

質　

疑　

教
育
総
務
費
に
つ
い

て
。
提
案
事
業
を
見
る
と
、
今

年
度
踏
襲
の
中
身
で
あ
り
、
み

ず
か
ら
掲
げ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
目
指
す
跡
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
新
た
な
事
業
を
試
行
錯
誤

し
工
夫
を
重
ね
る
姿
勢
こ
そ

が
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
の
誠

意
、
責
任
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

子
供
の
学
力
を
上
げ

る
に
は
、
ま
ず
教
職
員
の
指
導

力
、
授
業
力
の
向
上
と
考
え
て

い
る
。
指
導
力
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
が
、
長
期
的
５
年
間
の
目
標

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
授
業
改
善
検
討
委
員

会
を
拡
充
し
、
南
相
馬
市
版
学

力
向
上
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
秋

田
県
に
近
づ
け
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
く
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

質　

疑　

減
免
を
１
年
間
延
長

す
る
内
容
だ
が
、
市
民
の
生
活

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
無
償
化
を
要
望
し
て
き
た

の
か
。

答　

弁　

未
曾
有
の
大
震
災
と

原
発
事
故
か
ら
５
年
経
過
し
た

が
、
市
民
生
活
は
ま
だ
ま
だ
落

ち
着
い
て
い
な
い
と
の
判
断
の

中
、
国
に
財
政
措
置
を
要
望
。

結
果
、
引
き
続
き
、
延
長
す
る

判
断
を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て

い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

質　

疑　

こ
の
制
度
で
手
当
て

が
で
き
な
い
生
活
の
厳
し
い
層

や
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し

て
い
る
層
な
ど
、
広
く
、
施
策

全
体
の
中
で
支
え
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

こ
の
無
償
化
措
置
に

限
ら
ず
、子
育
て
支
援
施
策
な
ど
、

不
公
平
感
を
持
た
れ
な
い
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
、
新
た

な
事
業
提
案
に
努
め
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
み
ん
な
の
遊
び
場
条

例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

屋
内
型
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
管
理
に
な
る
の
か
。

答　

弁　

施
設
管
理
に
当
た
っ

て
は
、
常
時
２
名
体
制
で
管
理

に
当
た
る
。
屋
内
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
火
災
セ
ン
サ
ー
や

人
感
セ
ン
サ
ー
で
機
械
警
備
を

行
う
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

新
た
に
地
域
密
着
型

通
所
介
護
事
業
所
と
し
て
開
設

す
る
事
業
所
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

鹿
島
区
で
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
開

所
は
平
成
29
年
の
４
月
ご
ろ
に

な
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

８
時
に
閉
館
す
る

が
、
利
便
性
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
か
。

答　

弁　

震
災
以
降
、
５
年
運

用
し
て
き
た
も
の
を
条
例
で
定

め
る
も
の
。
特
に
震
災
後
は
、

１
時
か
ら
４
時
の
利
用
が
多
く
、

５
時
以
降
は
非
常
に
少
な
い
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
病
院
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

市
立
病
院
の
役
割
と

し
て
、
二
次
救
急
医
療
基
幹
病

院
を
目
指
し
て
い
る
が
、
今
後

の
具
体
的
な
展
望
を
伺
う
。

答　

弁　

現
在
、
２
人
の
救
急

患
者
を
同
時
に
受
け
入
れ
が
で

き
る
が
、
足
り
な
い
と
考
え
て

い
る
。
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
開
設

後
は
、
７
人
の
受
け
入
れ
が
可

能
な
体
制
を
と
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

委
員
長　

奥
村
健
郎

建設中の脳卒中センター（3月30日撮影）


